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よった。その場合、〈 　〉内の数字は、その巻数を示すこととする。ま 、全集未収録の作品 出典を付記した。
　さらに考慮すべき点として 生家についての考察内容につい




















































































ろの納屋で、いまでもわらがつんでありました。おじいさんが百姓ずきで、道楽に一反ほどの田 ぼをつくっていたのです。そのわらを二 三たば上からおろ すみ ほうに、とりの巣をつくりました。（〈
10〉「レグホンの最期」）































































































































































































































































































での坪田譲治コレクションの公開展示を含め、三月十三日に記念行事を行う予定であったことから、復元模型を作製し、その展示の場で間取り図とともに公開をめざすこととした。そこで、復元模型作製については、先の坪田譲治研究会の山本和雄氏の紹介によって、岡山工業高等学校への共同研究の依頼が受諾され、同校建築科教諭三好幸雄氏を中心とする教諭・生徒のチームに進めていただく段取りとなった。こ 模型製作過程においても、坪田醇氏 る確認を随時 ただい 。
　こうして模型は、二〇一〇年二月末には完成し（「山陽新




家から、譲治の母幸（こう）の結婚・ 家に際して建てられた家で、「前新家（まえじんや）」と呼ばれる。昭和六十二年に取り壊された。この模型は、譲治が最後に住んでいた昭和八年頃の間取り図を、前新家 後継ぎである坪田醇氏の証言によって記録し、模型に再現したも である。間取り図作製および模型監修
　　ノートルダム清心女子大学教授 　山根知子
模型作製…岡山県立岡山工業高等学校
　　　教諭 　三好幸雄 　河原英利　　生徒 窪田大祐 　横山大将　　 　　竹山紀子 　平田美加 　守田和美
協力：坪田譲治研究会 　山本和雄
（山根知子研究室蔵）
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　拙論「坪田譲治 　作品の舞台
―
島田
―
」（『ノートルダ
ム清心女子大学紀要』日本語・日本文学編 　第二十七巻第一号 　二〇〇三年三月）
※ 　今回の調査研究にあたっては、坪田譲治の三男坪田理基男氏のご理解をい だき、前新家の後継ぎである坪田醇一氏の貴重な証言をはじめ多大なご協力を賜ったことを感謝申し上げたい。
（やまね 　ともこ／本学教授）
譲治生家 　復元模型
